
- 62 -　　　　　Mahabhasya ad PI. 3. 1研究(2) (小川)

Mahabhasya ad Pl. 3. 1研究(2)

小　川　英　世

1. 3. 1. 2. [BHSSYA]

それでは,次めような事例,すなわち(y軸pa台ya} ( 「或る[女]達を

見よ」 ) [のty的)]において,連鎖fy豆+Sas}の段階で, P6.4. 140豆to

dhatohにより[<ya>の/a/に]ゼロ代置(lopa)が帰謬することになろ

ラ.

[難点回避]このような誤謬はない.その規則[P6.4.140]は, [カー

ティヤーヤナの提案に従い, (豆to dh豆toh}ではなく] ([豆to] anapah}

(vt.1 ad P6.4.140)というように[定式化されるべきである] ・

[PRADIPA]

「 ty的paSya} ( 「或る[女]達を見よ」 )」 : <yad>という語は・ dh豆tu

ではないということに基づき[PI. 2. 45によって「pr豆tipadikalと呼ばれ

る時,その後に] vibhakti接辞29)が生起する・

この[vibhakti接辞が]後続する時[次のような事態が想定される・ ]

すなわち, [P7.2. 102により<yad>の/d/に] /a/が代置され, CP6.

1.97により<ya>が得られる].そして[この語幹<ya>にP4.1.4によ

り女性接辞] T豆Pが導入され[, P6. 1. 101により語形<y豆>が得られ]た

時, [この語形にdhatupatha中にリストアップされている項目<y豆>(√y豆

「到達する」 )との同形性に基づいて]術語<dhatu>が適用されるとする

ならば,捕.4.140豆to dhatohにより, [<y豆>の/豆/に]ゼロ代置が帰

謬する.
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ノート(6)

ty的)は所謂関係代名詞<yad>の目的格・複数・女性形である.この語

形の派生は次のように説明される.

1. <yad>に対する術語<pratipadika>の適用

PI. 2. 45 arthavad adh豆tur apratyayah pratipadikam 「「dh就ul ・ 「pratyayal

(接辞) [-P3. 1. 1]・「pratyayalで終わる項目30)以外の有意味な項目

は「pr豆tipadikal (名詞語幹)と呼ばれる. 」
J

2.名詞接辞(SUP)の導入と目的格・複数接辞<Sas>の選択

P4. 1. 1 ny豆ppr豆tipadik豆t・P4. 1. 2 sv-au-jas-am-aut-chas一時-bhy:豆m-bhis-ne-

bhy融ii-bhyas一点asi-bhy由ii-bhyas-iias-os一豆m-ny-os-sup 「女性接辞N王(吋王P ・吋王β ・

如王N),亘P (T豆P ・D豆P・ C豆P)で終わる項目, 「pr豆tipadikalの後に[-P3.

1.2],sU等の「pratyayal C-P3. 1. 1]が導入される. 」

p2. 3. 2 karmani dvitiy豆「他の項目によって未だ表示されていない[-P2.

3. 1] 「karmanlが表示さるべき時,目的格接辞(dvit王y豆)が導入される. 」
′

[ <am-auT-Sas>選択]

PI. 4. 21 bahusu bahuvacanam 「複数性が表示さるべき時, 「bahuvacanal

(複数接辞) [-P3.4.103]が導入される. 」 [<云as>選択]

3. <yad>に対する形態音素規則の適用

P7. 2. 102 tyadadln豆m ah 「 「vibhaktiIが後続する時[-P7. 2. 84],

[ganap酌ha中にリストアップされているJ <tyad>をはじめとする諸項目

の最終要素[-PI. 1.52]に, /a/音が代置される. 」 [yad-ya-a]

F6; l. 97 ato gune 「 「padaH [-PI. 4. 14-16]の最終要素ではない[-I弔.

1.96],短音/a/に「g叫al [-PI.1.2]が後続する時, [/a/と「gunal

という]前後の両要素に唯一[-P6. 1.84]後要素[-P6. 1. 94]が代置さ

れる. 」 [ya-a-ya]

4.女性接辞<T豆P>の導入

P4. 1. 4 aj豆dyatas t豆p 「 [gapaP酌ha中にリストアップされている] <aja>

( 「雄ヤギ」 )をはじめとする「pr豆tipadikal [-P4. 1. 1] ,短音/a/で
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終わる「pr豆tipadikalの後に[-P3. 1. 2] ,女性性の標示において[-P4. 1.

3], 「pratyayal (接辞) [-P3.1.1]T豆Pが導入される. 」 31)

[ya+ (T)豆(P) ]

P6. 1. 101 akah savarne dirghah 「aKに同類のaCが接続する時[-I唱.

1. 77],前後の両要素に唯一[-P6. 1. 84] 「dirghal (長音) [-PI. 2. 27]

が代置される. 」 [ya+Cr)氏(P)-y盃」

5.語幹と接辞間の形態音素規則の適用

P6. 1. 102 prathamayoh p缶rvasavarnah 「aKに主格接辞(pratham豆) ・

目的格接辞のaCが後続する時[-P6. 1. 77] ,前後の両要素に唯一[-P6.
′

1. 84],前要素の同類音が代置される. 」 [y豆+(S)as-y豆S]

6.接辞に対する形態音素規則の適用

Iも. 2. 66 sasajuso ruh 「/S/音で終わる「padal [-P8. 1. 16]・<sajus>

の最終要素に, rUが代置される. 」 [y豆IS-y豆-r(U)]

P8. 3. 15 kharavas豆nayor visarjan了yah 「khAR　「avs豆nal (休止)

[-PI.4. 110]が後続する時, /r/音[-I唱.3. 14]で終わる「padaI [-

I習. 1. 16]の最終要素に　visarjaniyaが代置される.」 [y豆r-^y軸Lp (khAR)]

ここで今問題となっている連鎖fy豆+Sas}に関してその適用可能性が指摘

されている規則は次のようなものである.

P6.4. 140豆to dh豆toh 「/豆/音で終わる, 「dhatuiである, 「bhal 32)

である[-P6. 4. 129]項目の最終要素にゼロ串.1代置される・ 」

例えばこの規則は　<vi岳vap瓦>( 「一切の守護者・太陽」 )に目的格・複数
′

接辞<Sas>が後続する語形〈vi畠vapah}を説明する.

fvi台va-am√p豆+vIC} -vi畠va-中一p元一¢ -<vi畠vap豆>

<vi如ap豆> + (S)as-vi虫vap-中一as→ fvi畠vapah} 33)

また,当該Bh亘Syaに引用されているvt. 1 ad P6.4. 140豆to an瓦pahは,

P6. 4. 140豆to dh豆tohに代えて, (豆to an豆pah}　と定式化することを提案

したものである.この規則は次のように解釈される.
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「女性接辞豆P (T豆P・D豆P・C豆P)以外の/豆/で終わる, 「bhalである項

目の最終要素にゼロが代置される. 」

このⅤ豆rttikaの目的は, P3. 1.83 {halah畠nah臨nai jhau}における語

形(畠nah} (<畠n瓦> G. sg.). P7. 1. 37 {sam琵se 'naHpurve ktvo lyap}に

おける語形{ktvah} ( {ktvo}, <ktv豆>G.sg.)を正当化することである.

<畠n豆>+ (N)as一台n-少やS- (畠nah}

<ktv豆>+(N)as-ktv-¢ -as- {ktvah} M)
Lノ

さてBh豆gyaでは,当該の事例,連鎖{yad+Sas}において, <yad>に対

する女性接辞T豆Pの添加によって<y豆>が得られた段階- fy豆+云as} -で,

次のような事態が想定されている.

dh豆tup酌ha中には<y豆>が(y豆pr豆p叫e)というように言及されている.

この項目との同形性(pathitasar屯pya)に基づけば,当該の<y豆>にも術語

<dh豆tu>の適用が可能である35)この場合,後続するvibhakti接辞<Sas>
J

に関して,この<y豆>は「/豆/で終わる, 「bhalである項目」であるから,

それに対して術語<dh豆tu>が適用されれば, I唱. 4. 140の適用は不可避であ

り,したがってその最終要素/豆/にゼロが代置され, '{yah}という望ましく

ない語形が結果する.

このような事態を,パタソジャ1)は, I弔. 4. 140の読み換えを提案するVarttika

に依拠することによって回避しようとする.すなわち,このVarttikaに従え

ば,当該の連鎖(y豆+貞as)における<y豆>は,たとえそれにdh豆tup酌ha中

の項目との同形性に基づき術語<dh豆tu>が適用されるとしても,女性接辞T豆P

で終わる項目であるから,この<y豆>中の/豆/にゼロ代置は起こらないので

"2M

ところで,ナ-ゲ-シャの指摘するところでもあるが,ここにdh豆tup酌ha

中に言及される項目<y豆>とそれと同形の女性接辞T豆Pで終わる項目<y豆>

の両者があるとして,後者のく,y豆>に対するI唱. 4. 140適用を回避するた桝こ,

まさに同形性に係わる制限を示唆する次のparibh豆醇に依拠する方途も考え
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られる.
′

Paribh和瓦(PS114) : laksanapratipadoktayoh pratipadoktasyaiva

grahanam 「 [ある項目が]規則適用から得られたもの(laksana)と直接提

示されたもの(pratipadokta)の両者を指示する時,直接提示されたものだ

けが選択される. 」

例えば, P2. 4. 77 {g豆ti-sth豆-ghu-p豆-bh缶bhyah sicah parasmaipadesu}

において言及されているfp豆)を見よ. <p豆>にはdhatup酌ha中に(p豆p豆ne)

というように直接提示されている<p豆>と√paiに対するP6. 1.45の適用に

よる派生形<pa>がある.前者の<p豆>は直接提示されている語形(pratipadokta)

であり,後者の<p豆>は規則適用により得られる語形(laks叫a-1豆ksanika)

である.当該規則における　fp豆)が何れの<p豆>であるか,このparibh豆醇

によって決定される.すなわち,この規則中のfp豆)は,直接提示されてい

る語形としてのdh豆tup酌ha中に言及されている<pa>である,というように.

さて,語形<y豆>に対する術語<dh豆tu>の適用において,ここに, dhatup酌ha

中に　fy豆pr豆pane}　というように直接提示されている<y豆>と上記の

{yad+云asJの連鎖において女性接辞T豆Pの添加によって,すなわち,諸規

則の適用によって得られたくy豆>とがある時,当該paribh在韓を考慮するこ

とにより,後者の派生形<y豆>には術語<dh豆tu>は適用されない.したがっ

てこの<y豆>にP6. 4. 140が適用されることもない.

しかしながら,ナ-ゲ-シャは,このparibh和瓦は当該の術語<dh豆tu>を

定義する規則PI.3. 1においては有効ではないという見解を紹介している.こ

の見解は,次のような「学識者の言明」 (abhiyuktokti)を根拠としている.

「dh豆tuにおいては,れALを後続するanusv豆raと第5系列音(a ・精・?I

n・m)は, /n/音から生じ[√sra由sU・√増cU] /畠/・/C/を後続する′:/畠/

音は/S/音より生じ[√vra皇cU], /r/・ /?/に後続する<t系列音>は<t系列

音>より生ずる[√缶rBU丙・ √妄th豆].」 (nakara蕗v anusv豆rapaficamau jhali

dh豆tusu / sak豆rajah由臨rah畠ce rs和tavargas tavargajah //)
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√sramsUを例に説明しよう.このdh豆tuはdh豆tup酌ha中に<srarhsu>

という語形で提示きれている.この語形は<sran-s-u>の/n/音にI唱. 3. 24

によりanusv云ra/rh/が代置された語形であり,この意味で規則適用から得ら

れたもの(laksana)である.このように, dh豆tup的haにおいては,規則適用

から得られる語形も読み上げられており,このような語形にも術語<dh豆tu>

が適用される.もしこの語形に関して当該paribh和瓦が適用されるとするな

らば,語形<sra血su>に関し,一方に直接提示形(pratipadokta)として

<sra血su>があり,他方に規則被適用形としての<sra血su>が想定される時,

直接提示形としての<sramsu>に術語<dhatu>が適用されることになり,上

述の「学識者の言明」のようにanusvara/rh/の原要素として/n/を想定する

ことは不合理となる.したがって,術語<dhatu>を定義する規則PI. 3. 1に

おいては,当該paribhasaは実効しないと考えなければならない36)

パタソジャリは,このBh豆gyaにおいて,術語<dh豆tu>を定義する規則Pl・

3. 1においては当該paribh豆串が実効しないという見地から,派生形<y豆>

に対する術語<dh豆tu>の適用は不可避と考え,したがってP6. 4. 140の読み

換えを提案するⅤ豆rttikaに依拠することによってこの<y豆>中の/豆/のゼロ

代置を回避している,と解するのが妥当であろう・

1.3. 1.3. [BHASYA]

それでは,次のようなnip瓦taである<V瓦> ( 「任意性」等)という語に,

[ 「pr豆tipadikal定義規則PI. 2. 45 arthavad adhatur apratyayah

pr豆tipadikam中の] {adhatuh} ( 「dh豆tu以外の」 ) [というdh豆tu排

除]により,術語<pr云tipadika>の禁止が帰謬することになるであろう・

[そしてこの場合nip豆ta<v豆>は] 「pratipadikalと呼ばれないことから,

[その後に] sU等[の名詞接辞]は生起しないことになろう・

[難点回避]このような誤謬はない. [Ⅴ豆rttikaにおいて] 「意味を持

たないnip豆taは, 「pr豆tipadika Iである」 (nip豆tasy豆narthakasya
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pr豆tipadikatvam) [vt. 12 ad PI.2.45]と提唱されている.この[言明

における] 「意味を持たない」 (<anartha>)という言及を為さないであ

ろう. [そして]ただ「nip豆taは「pr豆tipadikaIである」 (nip豆tah

pr就ipadikam)とのみ[定式化しよう].

ノート(7)

g叫ap和ha中の「<ca>をはじめとするクラス」 (C豆di-gana)の一員であ

る<V豆>は,次の規則によって術語<nipata>を与えられる.

PI. 4. 57 cadayo sattve 「 [ganap和ha中にリストアップされている] <ca>

をはじめとする諸項目は, 「実体」 (sattva)を指示しない時, 「nip豆ta「 [-Pl.

4.56]と呼ばれる. 」

このnip豆ta<v豆>が, 「pr乱ipadikalとは呼ばれ得ず,したがってその後

に名詞接辞(SUP)が生起しないことから「padalと呼ばれないことによっ

て,どのような不都合が招来されるのであろうか.

術語<pr豆tipadika>の定義規則PI. 2. 45は,すでに1. 3. 1. 2.-ノート(6)

で説明した.この規則に対するVarttika・Bh豆gyaに当該Bh和yaとパラレル

な議論が兄い出される.そこではnip豆taに関しての術語<pratipadika>の過

用とそれによって期待される特定の文法操作(karya)とが述べられている.

Mbh ad PI. 2. 45 : 「 『意味を持たないnipataは, 「pratipadikal　である』

(vt.12)

意味を持たないnip豆taに,術語<pr豆tipadika>が言われるべきである.

{khanjati}-{nikhanjati} ( 「彼はびっこを引いている」 ) [nip豆ta<ni>] :

{lambate}-{pralambate} ( 「彼はぶら下がっている」 ( Cnipata<pra>]37)

[質問]しかし,この[nip豆taに]術語<pratipadika>を付与することに

よって何も求めないのか.

[答え] 1) P4. 1. 1 「 [女性接辞Ni (内IP・NIS NIN),豆P(T豆P・樋P・C豆P)

で終わる項F, ] 「pr豆tipadikalの後に」 (pr豆tipadik豆t) [の支配下にある
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P4. 1. 2]にrよりsU等の[名詞接辞]が[nip豆taの後に]生起する.

2) PI.4. 14 「名詞接辞(SUP)で終わる項目[・定動詞接辞(ti灯)で終

わる項目]は「padalと呼ばれる」により, [名詞接辞(SUP)が添加され

たnip乱aは]術語<pada>を得る38)

3) [こうして最終的に]P8.1.16「「padal　と呼ばれる項目の」

(padasya)・P8. 1. 17 「 「padalと呼ばれる項目の後で」 (padat) Cの支配

下にあるP8. 1. 28 tinn atiriah 「定動詞接辞以外の接辞で終わる「padaIの

後で,定動言覗き辞で終わるIpadalのすべては　ami曲ttaアクセソトをとる[←潤.

1.18] 」 ]により　[nip豆taに後続する定動詞形(tihanta)に] <アクセソ

ト喪失> (nigh豆ta)が起こるように[という目的で　nip豆taに術語

<pr豆tipadika>を付与する].

[したがって次のようになる. {kh且Hjati} - (n王kha缶jati}　{1五mbate}

- {pr且Iambate} ] 」 39)

ここで上記Bh豆gya中の<ni><pra>におけるような文法操作上の不都合

を,このnip豆ta<v豆>に関して想定することには困難さを覚える.

次のように考えたい・パタソジャ1)は,言語運用(畠abdaprayoga)一般に

閑し次のような言明を為している.

「語幹(prakrti)はそれ自体で運用されるべきではなく,接辞もそれ自体

では運用されるべきではない,ということが慣例とされている. 」 40)

もし, <V豆>が名詞接辞で終わる項目と見なされないならば,この言明と

矛盾することになり, <V豆>のくV豆)という形での実際的運用は正当化され

ないことになるであろう.パーここ文法の派生組織は,語幹と接辞の区分を基

本とし,名詞接辞あるいは定動詞接辞で終わる項目,すなわち, 「padalの

派生をその目的としているのである.

さて当該Bh和yaにおける同形性に基づく術語<dhatu>のnip豆ta<v豆>に

対する帰謬を回避するパタソジャリの試みはどのように解されるべきであろう

か.
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カイヤタは, PI. 2. 45に対する当該Varttika 「意味を持たないnipataは,

「pr豆tipadikalである」に閑し,次のような説明を与えている・

「 [nipataのうち,ある一群の] nip豆taは,標示者(dyotaka)であるか

ら,たとえそれらには,表示さるべき意味(abhidhey豆rtha)がなくても,揺

示さるべき意味(dyotyartha)が存在する・したがって,それらには有意味

性(arthavattva)がある.この場合,そのような[nip豆taにはPI. 2.45そ

のものによって<pr豆tipadika>という]術語がまさに成立する・

一方,標示さるべき意味すらもない[nip豆taがある]・したがって,当該の

[Varttikaの]言明はそのような[nipataを]目的としているのである.」41)

カイヤタによれば　nip瓦taには標示者としてのnip瓦taと意味伝達に関わら

ない当該事例{nikhafljati}における<ni>のように没意味(nirarthaka)の

nip豆taがある42)したがって,当該Varttika中の「意味を持たない」

(anarthaka)という限定句は,もしnip豆taのすべてが「意味を持たない」

のであればそのように言うことは無意味であるから,当然「意味を有する」

(arthavat) nip豆taの存在を想定させる.よってその限定句によって排除し

ているものは, 「標示さるべき意味を有する」 nip豆taであることになる・

ところで, PI. 2. 45は「意味を有する」項目の領域においてその適用機会

を有する.したがって, 「標示さるべき意味を有する」 nipataに関しては,

このPI. 2. 45によって術語<pr豆tipadika>が成立し,当該Varttikaは, PI.

2.45の領域とは異なる額域,すなわち,標示さるべき意味であろうと表示さ

るべき意味であろうとともかく「意味を持たない」項目一特定のnip豆ta-の

領域に適用機会を有する.

さて,問題のBh豆gyaにおいてはⅤ豆rttika中から「意味を持たない」

(anarthaka)という限定句をはずすことが提案されている・この背後にある

パタソジャリの意図は次のようなものであろう・

nipataに関して,カイヤタのように標示者としてのnipataと意味伝達に関
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わらない没意味(nirarthaka)のnip豆taがあるという前提に立てば,一群の

nip豆taに関しては,有意味性が確立されることになり,それらの領域でPI. 2.

45が適用機会を得ることは避けられない　nip豆ta<v豆>は「任意性」 (vikalpa)

等を「意味する」ものとして知られている.これらの意味がもし標示さるべき

意味であるとするならば,こ年<V豆>は「意味を有する」ものであり,した

がってPI. 2.45が適用されることになる.ところで, dhatup和ha中にはfv豆

gatigandhanayoh} (√V豆「行く・害する」 )というように<V豆>が言及され

ており,この<V豆>との同形性からnip豆ta<v豆>に術語<dh豆tu>が適用さ

れるとするならば　nip豆ta<v豆>は,それに対するPI. 2. 45の適用において,

規則中の{adhatuh}　というdh豆tu排除に掛かってしまい,結果的に術語

<pr豆tipadika>を得ることができない.しかしながら　nip豆taのすべてを

「意味を持たない」項目,カイヤタの意味の区分からすれば, 「表示さるべき

意味を持たない」項目と見なせば,どうであろうか　nip豆taのすべてが「意

味を持たない」のであれば, Varttika中の「意味を持たない」という限定句

は不要となるであろう・こうして, PI.2.45は「表示さるべき意味を有する」

項目だけの領域に適用機会を有することになり, 「表示さるべき意味を持たな

い」項目に関しての術語<pr豆tipadika>の付与のた桝こは,別途新な言明の

定式化が求められることになる.これがⅤ豆rttika中の「意味を持たない」と

いう限定句をはずした「nip豆taは「pr豆tipadikalである」 (nip豆tah

pr豆tipadikam)という言明である. 「意味を持たない」という限定句をはず

し,しかもその_言明自体が有目的であるためには, PI. 2.45の適用領域と異

なる領域でその言明が適用機会を有するということでなければならない43)

この言明によれば,どのnip豆taに関しても有意味性の観点からPI. 2.45の

適用機会は得られず,したがって,あるnip豆taにdh豆tup豆tha中に言及され

ている項目との同形性から術語<dh豆tu>が適用されるとしても, {adh豆tuh}

というdh豆tu排除によって,それが「pr豆tipadikaIと呼ばれない,という望

ましくない事態に至ることはないのである.どのnip豆taもこの言明そのもの

によって術語<pr豆tipadika>を得るのである.こうして　nip豆ta<v豆>は,
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たとえdh豆tup的ha中に言及された項目との同形性から術語<dh豆tu>を得る

としても,言明「nip豆taは「pratipadikalである」により,術語<pr豆tipadika> '

を得,したがってその現実的連用形fv豆)は,名詞接辞で終わる項目(subanta)

として,パタソジャリが指摘する言語運用の慣例にも違反しない.

1.3. 1.4. [BHASYA]

それでは,次のような事例,すなわち　{trasn白) ( 「二人の臆病者」 )

[<trasnu>N. du. m.]において, [連鎖{trasnu+au}の段階で]閉.

4. 77 aci畠nudh豆tubhruv豆m yvor lyanuvanauにより, [<trasnu>の最

終要素に] <uvA如>代置が帰謬する.

[難点回避]このような誤謬はない.師[パーニニ]の[規則P6.4.77

定式化の]活動は, 「接辞で終わる項目に<uvA内>代置は起こらない」と

いうことを示唆している.なぜなら,彼はその[規則I弔.4.77]中で<台nu>

の言及を為しているから.

[pRADIPA]

「 {trasnロ) ( 「二人の臆病者」 )」 : [反論] <pu> (√Du 「賞賛する」)

が[dh豆tupathaにおいて]諸々のdh豆tuの一つとして読み上げられている.

しかしこの[<pu>]には,その[<trasnu>におけるkrt接辞<Knu>の

<nu>]との同形性はない.

[答え]このような誤謬はない. [第一解釈]実際の言語運用においては,

<nu>という語こそがdh豆tuである.そして,この[実際の言語運用にお

いて兄いだされる<nu>]には,その[<trasnu>におけるkrt接辞<Knu>

の<nu>]との同形性がまさにある.

たとえこの[<trasnu>におけるkrt接辞<Knu>]は指標辞(anubandha)

[/k/(K)]を有するものであっても, dh豆tu [の言及に]おいて[すなわ

ち当該規則PI. 3. 1の適用において]誰もananubandhakaparibh豆串(無帯

指標辞項目に係わるparibh豆串) [{niranubandhakagrahane na由nubandhakasya
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)]を承認しない.

[第二解釈]あるいはむしろ[dhatup和ha中に言及されている項目との

厳密な同形性と上記paribh和瓦のPI. 3. 1の適用における有効性に固執する

ならば] ,この[ {trasn缶) ]は,挙例(upalak甲Da)を目的としている.

それゆえ, {sth軸缶}ォsth豆叩> 「木動」 N. du. m.) {ve坤} (<ve叩>

「竹」 N.du.m.)を[当該議論の]事例(udaharana)として[引用しよ

う].

Lj  )

ノート(8)

語形<trasnu>は, krt接辞<Knu>で終わる項目であり,その派生は,次

の規則によって説明される.

P3. 2. 140 trasigrdhidhrsiksipeh knuh 「√tras ( 「震える」`) ・ √grdh

( 「欲張る」)・√dhr等(「大・胆である」 )・√ksip ( 「投げる」)という

「dh豆tulの後に[-P3. 1.91ォP3. 1.2] 『それ[dh豆tuの意味]を性向

とする・それを義務として為す・それを能くする』 [-P3.2.134] 「kartrl

(動作主) [-P3.4.67]の意味で,接辞[-P3. 1. 1] Knuが導入される. 」

√tras+(K)nu-trasnu 「震えることを性向とする者」 - 「臆病者」

さて,語形{trasnu}は, <trasnu>の後に主格・双数接辞(pratham豆-dvivacana)

<au>が導入された語形であり44)連鎖{trasnu+au}において次の規則

が適用されることから派生される.

P6. 1. 102 prathamayoh p缶rvasavarnah4 . <trasnu>+au-trasn缶

さて,パタソジャリは,連鎖{trasnu+au}において, dh豆tup豆もha中に言

及された項目との同形性から<trasnu>の<nu>に術語<dhatu>が適用され

る場合,次の規則が適用され"{trasnuvau}という望ましくない語形が結果す

ることを述べている.

P6. 4. 77 aci虫nudh豆tubhruv豆血yvor lyanuvahau 「aCで始まる接辞が後

続する時, /i/音・/u/音で終わる「dhatulである「a栂al 46)一代.4. 1]
J

の最終要素[-PI.1.53] ,接辞Snu [-P3. 1.73]で終わる「ahga「の最
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終要素, <bhr屯> ( 「眉」 )という「angaiの最終要素に, iyA内　uvA付が

代置される. 」 45)

< trasnu > + au→trasn-uv (Aft) + au-"trasnuvau

しかしながら,連鎖{trasnu+au}においてパタソジャリが提起するP6.4.

77の適用可能性を認める上で,解決しなければならない問題点が二つある・

それは,カイヤタが指摘するように, 1) dhatupatha中に言及されている項

目との同形性の問題と2 )この同形性の問題に関連しての上記無帝指標辞項目

に係わるparibh元締のPI. 3. 1における有効性の問題である・

1 )同形性に基づく<trasnu>の<nu>に対する術語<dh豆tu>の適用にお

いてこの<nu>と同形なものとみなされるdhatupatha中の項目は,そこにお

いて(叩stutau}というように言及されている<叩>である・当然のことな

がら,このdh豆tuである<叩>と<trasnu>におけるkrt接辞<Knu>の<nu>

との問には同形性はない・しかしなが.ら・この<叩>は実際の言語運用・す

なわち具体的な派生手続に入る時,次の規則の適用を受ける・

P6. 1.65 no nah 「原始形提示(upade畠a)中の[-P6. 1.45] 「dh豆tul

の最初にある[-P6. 1.64] /n/に/n/が代置される・ 」 √pu→nu

ヵィヤタはこの規則適用から得られる<nu>こそが「dhatulと呼ばれる項

目であると主張している訳である.この場合,カイヤタはP6.1.65中の

ド rdh豆tulの最初にある」 ( {dh豆tvadi} )という部分の「dh豆tulを,

「将来「dhatulと呼ばれるであろう項目の最初にある」というように所謂

bhavisarh卸として解釈していることに留意さるべきであろう48)

2)無帯指標辞項目に係わるparibh豆串は次のようなものである・
′

Paribh豆串(PS82) : niranubandhakagrahane na s豆nubandhakasya 「指標

秤(anubandha)を持たない項目Ⅹが言及されている時,その項目Ⅹは指標

辞を有するⅩを指示しない・ 」 49)

dh豆tup酌ha中の項目<nu>-<nu>は指標辞を帯びていない・一方,

<trasnu>におけるkrt接辞<Knu>の<nu>は指標辞/k/ (K)を有する・

このparibh和瓦によれば, PI. 3. 1により<読み上げ> (patha)に基づいて
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dhatup豆tha中に言及される<nu>-<nu>に術語<dhatu>が適用される時,

<中u>-<nu>は帯指標辞<Knu>を含まないから,たとえ同形性が認めら

れても, krt接辞<Knu>の<nu>に術語<dhatu>が適用されることはない・

しかしながら,カイヤタはこのparibh和瓦のPI.3. 1における有効性を首わな

い.

カイヤタの第二解釈を蔓, dh豆tup酌ha中の項目<叩>との直裁的な同形性を

有する項目を探る試みである.した~がって彼は,当該コソテクストにおいて代.

4. 77の適用可能な諸項目があり.そのうちの一例として当該事例{trasn缶)

が挙げられているものと解し,他の事例,すなわちu坤di接辞<中u>で終わ

る項目<sth軸uXv叩u>に<au>が後続する語形{sth軸缶}　{ve坤)を挙

げる∽).この場合には完全な同形性が保障される.

パタソジャリは当該事例におけるP6. 4. 77の適用による<uvAN>代置の

誤謬は次のようにして回避されると考えている.
′

パーここは,規則P6.4. 77の定式化において<Snu>を言及している.こ

こで語形{apnuvanti} ( 「それらが充満している」 √豆pL, 3.pi.pres.P.)
′

を例に<Snu>で終わる「ahgalに対するP6. 4. 77の適用について考えてみ

よう.
1

<Snu>は次の規則においてその導入が規定されている.

P3. 1. 73 sv豆dibhyah色nuh 「 [dh豆tup酌ha中にリストアップされている]

√su (√gu討)ではじまる諸「dh豆tul項目の後に[-P3. 1. 22], 「kartrl

を指示する[-P3. 1- 68] 「sarvadh豆tukal [-P3. 4. 113]が後続する時[-P3.
′

1.67] ,接辞Snuが導入される. 」
′

√軸+anti→√和+ (S)nu+anti 51)
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

I唱. 4. 77は<Snu>で終わる「angal ,すなわち連鎖(豆P+(S)nu}の最終

要素に<uvAft>代置が起こることを規定している訳であるが,この文法操作
′

は,当該規則中に<Snu>が言及されていなくても可能である.すなわち,規

則中の{yvor} ( {yvoh} )から, tadantavidhi52)によって「/i/音・/u/音
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で終わる「arigal 」 (ivarnovar坤nt豆hga)が得られ,そして当該の
′

「angal [{豆p+(S)nu}]は,まさしく「/u/音で終わる「ahgal 」である

から,この「angalの最終要素に<uvAN>代置が成立するのである.したがっ
′

て,もしこのように解釈することが許されるならば,当該規則における<Snu>
′

の言及は無意味であることになる.よってパーニ二が敢てこの規則中で<Snu>

の言及を為しているということに何等かの意義を兄いだすことによってその言

及は正当化されなければならない.パタソジャリによれば,その意義とは「接

辞で終わる項目には<uvA村>代置は起こらない」ということを示唆すること
′

なのである.このことを示唆する目的でパーニ二は当該規則中で<Snu>を言

及しているのである.以上のことを難点回避のBh豆gyaでパタソシャリは意図

している.

こうして,もしP6.4.77が接辞で終わる項巨=こは適用されないのであるな

らば, <trasnu>はkrt接辞<Knu>で終わる項目であるから,たとえdh豆tup酌ha

中の項目<nu>-<nu>との同形性からkrt接辞<Knu>の<nu>に術語

<dhatu>が適用されるとしても,連鎖{trasnu+au}　におけるP6. 4. 77の

適用はなく,したがって<uvA村>代置によって'{trasnuvau}　という望まし

くない語形が派生されることはないのである.

追加参照文献略号
′

PS : Paribh亘sendu台ekhara. The Paribhasendu&ekhara of Sri N豆ge畠a Bhatta, with the

Biairavi Commentary by Sri Bhairava Mi色ra and the Tatf岬'prak誠k房Commentary
′　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

by Papdit Sri Laksam叩Sarm豆. Ed. with Notes etc. , by Pandita Sri SadaSiva

S豆stri. 4th ed. Kashi Sanskrit Series 31. Varanasi, 1978.

LSS : Laghu畠abdendubkhara. Laghu Shabdendu Shekara of M. M. Nagesha Bhatta

with rare cor肥ntaries : (l) A班Iinava (ユIandrika, (2) Chidasthimala. (3) Sadashiva bhatti ,

(4) Visamapadavivritti , (5) Jyotsna, (6) Vijaya, (7) Varavarnini ; explanatory note by

Pt. Guru Prasad Shastri.血. by Nandkishore Shastri. Shri Rajasthan San血it College

Granthamala 14. Varanasi , 1936.

注

29) <vibhakti>はPI. 4. 104により名詞接辞(SUP)定動詞接辞(tiN)に対する術語
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であると共に, P5. 3. 1により一群のtaddhita接辞に対する術語でもある.当該事例

においては,この<vibhakti>は名詞接辞を指す.

30) Cf. Paribh豆串(PS23) : pratyayagrahane yasmat sa vihitas tad豆des tadantasya

grahanam 「接辞Ⅹが言及されている時, Yの後にその接辞Ⅹの導入が規定されている

ならば,その接辞ⅩはYで始まりⅩで終わる項目を指示する. 」

31)相関的に, P4. 1. 4はその適用に際して根拠を必要としないからantarariga規則であ

り・一方P7. 2. 102は「vibhaktil後続をその適用根拠とするからbahiarariga規則で

ある・しかし当該事例においてはP4. 1.4が適用される時には,すでにP7.2. 102が適

用されている・この場合, Paribh豆醇(PS76) : asiddham bahirahgam antararige

[ 「antarariga規則が適用さるべき時, bahiarahga規則は存在していない(未だ実効
′ ′

していない) [とみなされる] 」 ]は妥当しない,と考えなければならない. Cf.LSS on

SK ad P唱. 4. 4 : dver atve iti. bahirang豆siddhatvan tu na y豆sayor (P7. 3. 45) iti

nirde;由n豆nityatv豆n na pravartate.

このP4. 1. 4とFV. 2. 102に係わる当該paribhi和広の妥当性の問露点は,すでにBronkhorst

氏の指摘するところであるJohannes Bronkhorst, "Tradition and Argument in

Classical Indian Linguistics : The Bahiranga-paribh豆串in the Paribhi豆串ndu岳ikhara, "

Studies of Classical India, vol. 6, (Dordrecht, 1986) , pp. 56-57.

32) PI. 4. 18 yaci bham 「 「sarvanamasth豆nal以外の, /y/音　aC (母音)で始まる,

LP4. 1.2からP5. 4. 151までの諸規則中に挙げられた] sUをはじめとする[諸接辞]

が後続する時, [接辞に先行する項目は] 「bhalと呼ばれる. 」

規則中で音素が{yaci}というように依格形(saptamyanta)で提示されており,そ

の語形と同格の項目[ {svadisu} ]が兄いだされるという条件下で, <yac>が指示す

る音素が<sv豆di>が指示する項目を限定(vi台e坤Da)する場合には,その<svadi>が

指示する項目は「その音素で始まる」 (tad-adi) [<yac-adi>]というように解釈さ

れる. Cf. Parib晦豆(由33) : yasmin vidhis tadadav algrahane rそれから音素が

理解される依格形( {yasmin} -saptamyanta)が提示されており, [しかもその音

素が他の項目軍に対する限定者として機能すると見なされる時に,或る]規定がある場

合, [その規定は]その音素で始まるYにおいて生起する. 」

<sarvan豆masth豆na>の定義は次の二規則によって与えられている.
′　　　　　　　　　　　　　　　　′

PI. 1. 42台i sarvan豆masth豆nam 「Si (中性形に後続するJas・Sasの代置要素)

[-P7. 1. 20]は「sarvanamasth盃nalと呼ばれる. 」

PI. 1. 43 sud anapu血aka野a 「suT (pratham豆-ekavacana<sU>からdvitiy豆-dvivacana

<auT>までの省略符)は,中性形以外の場合, 「sarvan豆masth豆nalと呼ばれる. 」

33) <vi岳vap豆>は, <kumbhak豆ra> ( 「瓶工」 )と同じくP2.2. 19に基づく所謂

upapadasamasaであり,ゼロkTt接辞<vIC>がP3. 2. 74 (75)により, (vi如am} (vi如a-

am)を「upapadai [-P3. 1. 92]として, dh瓦tu √p豆の後に導入されている.
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<am>・<vIC>のゼロ化に関しては,それぞれP2.4.71 'J唱. 1.67を見よ.

ゼロkrt接辞<vIC>が添加された語形<p豆> (√p豆+VIC)は, krdantaであるが・

dh豆tuとしての資格も保持されると考えられる. Cf. Radlpa on Mbh ad P7. 1.70:

kvibanはdhatutvaih na jahati.

34) <畠n豆>はP3. 1. 81において規定される第9種動詞(kryadi)のvikar叫a ( class-

marker" ) <Sn亘>であり, <ktv豆>はP3. 4. 18-24において規定される絶対分詞

<Ktv豆>である.

バタソジャリはV豆rttikaのこの読み換えを否定し,規則分割(yogavibh豆ga) -

{atah}　{dh豆toh}一によって(畠mah}・{ktvah}を正当化する・

35) Uddyota : pathitas豆r叫yasyaiva samjfiaprayojakatv豆tl

36) Uddyota : na ca laksanapratipadoktaparibh和ay豆坤bantasya na dh豆tusarhj煎eti

v豆cyam, sak豆rajah畠akara[h]台ce r糾tavargas tavargajah ity abhiyuktokter

bhu*[r]v豆dis屯tre tatparibh豆?豆pravrtter vaktum a畠akyatv豆d ity豆huh.

37) <ni><pra>は, PI. 4. 58によって「nipatalと呼ばれる・

38) nip豆taは, PI. 1. 37により術語<avyaya>を得,添加された名詞接辞にP2.4.82

によりゼロが代置される. <ni>+SUP--ni一中一ni

39) Mbh ad H. 2. 45 : nipatasy豆narthakasya pr豆tipadikatvam [vt. 12]. nip豆tasy豆nartha-

kasya pr豆tipadikasamjn豆vaktavy豆. khafljati nikhanjati. lambate pralambate. kiゐ

na punar atra pr凱ipadikasanjflay豆pr豆rthyate, pr豆tipadik豆d iti sv亘dyutpattih,

subantam padam iti padasaihjfi豆, padasya, pad豆t iti nigh凱o yath豆sy豆t・

(kh邑Hjati}　{lambate}におけるudattaアクセソトはP6. 1. 162に従う. <ru><pra>

はud豆ttaアクセソトをとる. Cf. Phitsutra 4-12 : nip豆t豆豆dyudatt的・

40) Mbh ad I習. 3. 1 : samaya畠ca krto na keval豆prakrtih prayoktavy豆na kevalah

pratyaya lti.

41) Pradipa on Mbh ad PI. 2. 45 : nipat亘n豆m dyotakatv琵d abhidhey豆rthabh豆ve pi

dyotyarthasadbh豆V豆d ye串m arthavattvarh tes豆rh sidhyaty eva sa噛豆. yasya tu

dyotyo py artho n豆sti tadartham vacanam.

42) 「表示老」 (abhidh豆yaka-v豆caka) 「標示老」 (dyotaka)の概念については,

拙稿「Kauqdabhattaの否定詞論」 ( 『広島大学文学部紀要』第44巻) , pp.75-97を参

照されたい.

43) Cf. Uddyota on Mbh ad PI. 3. 1 : bh豆!ye-tatr豆narthagrahanam na kansyata

iti. eva血canarthakesv ap噂ptavidhyartham tat. vdisv adh豆tur iti b豆dhakabadhaii豆rth-

am aplti bh豆vah. ( 「Bha等yaにおけるにの[言明における] 「意味を持たない」

(<anartha>)という言及を為さないであろう』に関して:このような場合・この

[ 『nip豆taは「pr豆tipadikalである』という]言明は,意味を持たない項目に関する

[術語<pratipadika>の]新規規定(apurvavidhi)を目的としている・ <V豆>等に
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関する　{adh亘tuh}という[術語<pratipadika>の]否定者を否定することも目的と

している.これがここの基底的な考えである. 」

「意味を持たない」項目に関して,当該の「nip豆taは「pr豆tipadikalである」とい

う言明以外に術語<pr豆tipadika>を付与する規則はなく,したがって,この言明は

「意味を持たない」項目に関する術語<pr豆tipadika>の新規規定とみなされる.

44)接辞<Knu>は, P3. 1.93により術語<krt>を得, PI. 2.46によりこの接辞で終わ

る項目は「pratipadikalと呼ばれる.したがって, <trasnu>の後には名詞接辞が導

入される.指標辞/k/(K)は, PI. 1.5によりP7.3.86による<tras>の/a/に対する

guna代置を禁止することを目的としている.

45)この規則はノート(6)において説明した.

46)術語<ariga>の定義は次の規則によって与えられる　H. 4. 13 yasm豆t pratyayavidhis

tad豆di pratyaye ligam 「Ⅹ [ 「dh豆tul　「pr豆tipadikal ]の後に接辞Yの導入が規

定されている晩　Ⅹで始まる項目は,接辞Yの前で「aiigalと呼ばれる. 」

47) 「Ⅹで始ま草項目Y」あるいは「Ⅹで終わる項目Y」といった場合,項目YはⅩを第

一要素(豆di)あるいは最終要素(anta)とする複数要素から成る.ところで.もしY

が単一・単独(eka)の要素であるならば,そのYを「Ⅹで始まる項目Y」あるいは

「Ⅹで終わる項目Y」と呼ぶことはできない.このような事態に関してパーニ二は次の

ような転与規則(atideb)であるparibh和瓦を用意している.

Panbh豆串(PI. 1. 21)豆dyantavad ekasmin 「Ⅹはたとえ単独であっても,そのⅩ

に関して,そのⅩが第一要素あるいは最終要素であるのと同様の文法操作がある. 」

{trasnu+au}において, <au>は<云as>等とは異なり,それ自体単独のaCであ

る接辞である. I唱. 4. 77における<uvAN>代置の根拠(nimitta)は, 「aCで始まる

接辞」であるが,単独要素<au>も当該paribh和瓦により「aCで始まる接辞」と呼ば

れ得,よってこの<au>を限拠として, <uvAN>代置という文法操作がここで生起し

得る.

また, <trasnu>そのものは, 「/i/音・/u/音で終わる「dh豆tulである「arigal 」

とは見なされない　{trasnu+au}において<nu>ではなく<trasnu>に関してI弔. 4.

77が適用可能なのは,次のparibh和瓦に依っている.

Iもribh豆串(PS29) : pa血hg豆dhikare tasya ca tadantasya ca 「 「padal　「arigal

の支配下にある規則中において「padal　「arigalに対する限定者Ⅹは, Ⅹ自身およ

びⅩで終わる項目を指示する. 」

P6.4.77はP6.4. 1により「arigalの支配下にあるから,このparibha;串により,

r/i/音・/u/音で終わるIdh亘tulである「a五gal 」は,それ自身および「 〔/i/音・/u/

音で終わる「dh豆tul 〕で終わる「arigai 」を指示する.よって<trasnu>は「 〔/u/

音で終わる「dh豆tul 〕で終わる「a五gal 」と見なされ得るから,この<trasnu>にP6.

4. 77が適用可能となるのである.
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48) Cf. Uddyota :中o na ity豆dau tu dh豆tv亘der ity asya bh豆visa血jil亘paratv豆n na

dosah.

49) P7. 1. 84 {diva aut}における<div>は帯指標辞√divUを指示しない.

50) U坤di 1-147 (3-37) : stho nuh. √写th豆+qu-Sth豆[-P6. 1.64ォP8.4.

41] +中u-Sth叫u

Ut癌di 1-148 (3-38) : ajivrrlbhyo nic ca. √aj+nu-vi+中u-Ve [-P7. 3.

84] +町u-Vequ

51) L (F唱.4.69)-LAT (P3. 2. 123)-jhi (PI.3.78・P3.4.78・PI.4. 108・PI.4.

21)-ant-i (P7. 1. 3)

52) PI. 1. 72 yena vidhis tadantasya 「規則中で[項目ⅩとYとの間に同格関係での限

定関係がある時] ,限定者(vi&es叫a)であるⅩは, Ⅹで終わる項目及びⅩ自身を指示

する名称[-PI.1.68]である」. 「/i/音・/u/音」は「 「arigal 」に対して{yvor

ahgasya}　というように同格関係にあり, 「ahgalに対する限定者である.

(未完)

(昭和63年度文部省科学研究費補助金奨励研究(A)による研究成果の一部)
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A STUDY OF THE MAHABHASYA AD PI.3. 1(2)

Hideyo OGAWA

SYNOPSIS (2)

1. 3. 1. 2. [Difficulty] Undesired possibility of applying P6. 4. 140 to ya

in a string {ya + (S) as} when deriving yah paiya.

[Difficulty removed] Vt. 1 ad P6. 4. 140, which proposes that we should

re-formulate P6. 4. 140, could prevent zero-substitution from taking place

in the place of a (a feminine affix TaP) in ya.

1. 3. 1. 3. [Difficulty] Undesired possibility of applying PI. 2. 45 to an

indeclinable (nipata) va.

[Difficulty removed] The rule introducing the term pratipadika is newly

formulated , having an indeclinable exclusively as its domain of application.

1. 3. 1. 4. [Difficulty] Undesired application of applying P6. 4. 77 to trasnu

(tras + kmi) in a string {trasnu + au} when deriving trasmi.

[Difficulty removed] The procedure of the Teacher in his making the rule

P6. 4. 77 gives us the clue that the rule cannot be applied to an item

terminating in an affix.

(To be continued.)




